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　平成27年度に調査した千歳市イカベツ２遺跡でみつかった縄文時代後期（約3,500年前）の土坑墓です。坑底に敷かれた
赤色のベンガラの中から、白く糊状になった3体の遺体の痕跡が確認されたことから、合葬墓とみられます。遺体とともに、
副葬品とみられるヒスイ製の玉類13点と石斧1点が発見されました。また、墓坑の長軸の両側には、墓標を立てた痕跡と考
えられる穴が確認できました。

����



2

○平成27年度発掘調査一覧

旭川

函館

札幌

長沼町　南九号線遺跡

下川町　上名寄8遺跡

厚真町 厚幌1遺跡
 厚幌2遺跡
 富里3遺跡
 オコッコ1遺跡
 幌内6遺跡
 幌内7遺跡
 上幌内4遺跡
 上幌内5遺跡
 オニキシベ３遺跡

木古内町 泉沢５遺跡
 幸連3遺跡
 幸連4遺跡
 札苅7遺跡

千歳市 トプシナイ２遺跡
 イカベツ2遺跡
 根志越５遺跡

根室市  別当賀一番沢川遺跡

平成27年度発掘調査位置図

（平成27年4月1日現在）

事  業  者 事    業    名 市町村 遺跡名 面積（㎡）

国北

土海

交道

通開 

省発

　局

札幌開発建設部
道央圏連絡道路泉郷道路工事

千歳市
トプシナイ２ 2,250

イカベツ２ 9,669

長沼町 南九号線 4,375 

根志越地区遊水地整備事業 千歳市 根志越５ 2,000

函館開発建設部 高規格幹線道路函館江差自動車道 木古内町

泉沢 6 1,668

幸連 3 9,709

幸連 4 7,978

札苅７ 1,000

室蘭開発建設部 国営土地改良事業勇払東部（二期）地区 厚真町

厚幌１ 1,018

厚幌 2 1,982

富里 3 303

オコッコ 1 2,912

幌内 6 383

幌内 7 492

旭川開発建設部 名寄川河道掘削工事 下川町 上名寄８ 850

釧路開発建設部 根室防雪事業改良等工事 根室市 別当賀一番沢川 1,300

北

海

道

胆振総合振興局 厚幌ダム建設事業
厚真町

上幌内 4 900

上幌内 5 5,000

オニキシベ 3 4,630

厚真川広域河川改修事業 オコッコ１ 260

合計 58,679
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木
き こ な い

古内町札
さつかり

苅７遺跡

○平成27年度の発掘調査

長
ながぬま

沼町南
みなみきゅうごうせん

九 号 線遺跡
　遺跡は、長沼町の市街地から南南東へ約８㎞、町道南

九号線と南長沼用水が交差する地点の周辺に所在しま

す。標高は13ｍ前後で、昨年度に発掘調査が行われた

同町の幌内Ｋ、レブントン川左岸、レブントン川右岸遺

跡と同じく、馬追丘陵西縁部に立地しています。

　発掘調査の結果、遺物が濃密に分布する区域が大きく

４ヵ所あることがわかりました。出土遺物の中には黒曜

石の剥片・砕片が多数みられることから、遺跡では黒曜

石での石器製作が盛んに行われていたことがわかりまし

た。また、青色片岩の磨製石斧未成品や、その製作時に

生じた剥片も多くみられ、黒曜石や青色片岩から石器が

製作された時期は、ともに出土する土器からみて、縄文

時代中期後半（北筒式期）と考えられます。

縄文後期の住居跡

千
ち

歳
とせ

市イカベツ２遺跡

　遺跡は、JR千歳駅から北東へ約10ｋｍ、国指定史跡キ

ウス周堤墓群の北1.5ｋｍ剣淵川下流部に合流するトビス

ナイ川左岸に立地します。遺跡名の「イカベツ」はアイ

ヌ語で「ika-pet:越える－川」と解されています。遺跡の

位置はトビスナイ川左岸に流れ込む沢の肩部、南北に延

びる丘陵の尾根から東斜面にあたります。　

　遺物は、縄文時代早期～晩期と続縄文時代・擦文文化

期にわたります。遺構は縄文時代早期・後期が主体で、

竪穴住居跡12軒、土坑・土坑墓80基、土器囲い炉10 ヵ所、

土器集中１ヵ所、フレイク集中１ヵ所、杭列３ヵ所が確

認されました。早期では暁式の竪穴住居跡、後期後葉で

は堂林式期の環状の柱穴列と、入口を持つ住居跡が3軒

検出されています。また、土坑墓の中には、墓標の痕跡

とみられる柱穴が確認されたものもあります（表紙写真）。

調査の様子

盛土遺構の土層

　遺跡は、ＪＲ札苅駅より北へ約500ｍに位置し、標高

は、20 ～ 28ｍ、海に沿った低位の段丘と背後の丘陵地

形との境に立地しています。遺跡内は幾筋かの沢によっ

て開析されています。

　今年度の調査では、竪穴住居跡2軒、土坑36基、焼土

11 ヵ所、フレイク集中１ヵ所、盛土遺構３ヵ所を検出

しました。盛土遺構の時期は、出土遺物から縄文時代後

期後葉と考えられます。盛土遺構の最も厚い部分は約

1.2mで、内部から焼土や炭化物集中が検出され、さら

に土器・石器のほか、土偶、環状土製品、スタンプ形土

製品、異形石器、石棒なども出土しています。

　全体では、縄文時代中期～晩期の土器・石器等約

75,000点が出土しましたが、段丘の縁から斜面部分で

は中期後半～後期前葉、沢の低位部分では晩期中～後葉

の遺物が多く見られます。
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　遺跡は、根室市街地から南西約17㎞に位置し、汽水

湖である風連湖に注ぐ別当賀川に面する緩斜面上に立地

しています。昭和61（1986）年に根室市教育委員会に

より調査が行われ、縄文時代中期～後期の竪穴住居跡な

どの遺構が見つかりました。

　遺構は、竪穴住居跡、土坑などがあり、時期は縄文時

代中期～晩期と推定されます。遺物は、土器では縄文時

代晩期のものが多く、石器では黒曜石製の石鏃や石槍・

ナイフ、スクレイパーなどがあります。

　別当賀川は総延長17㎞の根室市内最大の河川であり、

この水に恵まれた環境が、この場所に遺跡が形成された

理由のひとつと考えられます。

根
ね む ろ し べ っ と う が い ち ば ん さ わ が わ

室市別当賀一番沢川遺跡

厚
あ つ ま

真町オニキシベ３遺跡

　遺跡は、厚真町市街地から北東へ約12㎞、厚真川

支流の鬼岸辺川右岸、標高約80ｍの段丘に立地しま

す。調査は昨年度に続き２年目で、今年度の調査面積は

4,630㎡です。

　遺構は、７月現在で竪穴住居跡３軒、石組炉２ヵ所、

土器集中２ヵ所、炭化物集中１ヵ所がみつかり、時期は

いずれも縄文時代後期初頭と考えられます。このうち竪

穴住居跡Ｈ- ８は平面が、直径約６ｍの円形で、中央に

地床炉があり、また柱穴も数ヵ所確認されました。住居

跡からは土器、剥片石器の他、砂岩製の台石などの礫石

器が多く出土しています。

　遺物は、土器では縄文時代後期の余市式、タプコプ式

がもっとも多く、また、石器では緑色泥岩製の石斧や砂

岩製のたたき石、台石、砥石などの礫石器が多数出土し

ています。

竪穴住居跡

竪穴住居跡調査の様子

調査の様子

　遺跡は、木古内町中心部からおおよそ北東側へ5㎞程

離れた段丘上（標高23 ～ 28ｍ）にあります。調査区は

東西方向に長く、面積は、9,709㎡、遺構や遺物の多く

は調査区内の小さな沢の周りで見つかっています。

　遺構は、竪穴住居跡15軒、土坑15基、Tピット1基、

焼土23 ヵ所などがあり、竪穴住居跡は径4ｍ前後の比

較的小型のものが多く、縄文時代中期後葉から後期前葉

にかけての石組炉をもつものも確認されました。

　遺物は、縄文時代の中期前葉～後期中葉の土器や石器

が多数出土しています。土器は円筒土器上層式、サイベ

沢Ⅶ式、大安在Ｂ式、トリサキ式、大津式、手稲式など

が見られます。珍しいものでは径3㎝程の琥珀製の玉が

見つかっています。

木
き こ な い

古内町幸
こうれん

連３遺跡
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　遺跡は、厚真川とオコッコ沢川の合流点に張り出す

台地上に位置しています。調査地の標高は60ｍほどで、

周囲がよく見渡せる地形となっています。

　7月現在の上層部の調査では、擦文文化期後期とみら

れる平地式住居跡４軒、土坑墓１基等が検出されていま

す。住居跡の平面形は方形で、中央に炉があり、板状や

棒状の礫、焼獣骨片がまとまって出土しています。

　写真は西側から撮影した平地住居跡H－３の調査状況

です。焼土（炉）を中心に床面を十字に残して柱穴を調

査しているところです。東西に長い長方形で、炉の焼土

は長軸の中心付近に並ぶように３ヵ所あります。住居の

北側から坑底に焼土を伴う小土坑、灰で充填された柱穴

状の土坑が並んで見つかっています。この遺跡の調査は、

このあと下層の縄文時代の層へと展開します。

厚
あ つ ま

真町オコッコ１遺跡

　遺跡は、厚真市街地から北東へ約4km、厚真川左岸、

標高約40mの段丘上に位置します。遺跡周辺では昭和

30年代までアイヌの熊送りの儀式が行われていたこと

が伝えられており、直接の関連性は不明ですが、近代～

現代のものと思われる柱穴が19 ヵ所見つかっています。

　樽前ｃ火山灰より上の層では、中・近世アイヌ文化期

（約500 ～ 800年前）のものと思われる漆の塗膜や灰集

中、擦文文化期（約800 ～ 1200年前）のものと思われ

る土器･石器類が見つかっています。樽前ｃ火山灰より

下位の層では、縄文時代の小判形のTピット1基と、晩

期の土器片が出土しています。Tピットには長軸上に杭

跡が3 ヵ所見つかりました。遺物は、土器、石器等計約

1,200点が出土しました。

厚
あ つ ま

真町富
とみさと

里３遺跡

調査の様子

平地住居跡の調査

　遺跡は、前掲のオコッコ1遺跡から北西約200ｍの段

丘縁辺斜面に位置し、標高は51 ～ 56ｍです。平成20

年の厚真町教育委員会による段丘上の調査では、平地住

居跡・建物跡をはじめ、縄文時代～アイヌ文化期の遺構・

遺物がみつかっています。

　今回の調査では、段丘上の遺跡の縁辺部のようすがわ

かってきました。樽前c火山灰より上位では焼土が確認

できたほか、擦文土器や礫などが少数出土しました。樽

前c火山灰より下位では、小形のＴピットや土坑がみつ

かっています。遺物は、縄文時代前期および晩期の土器、

石鏃・つまみ付きナイフ・くぼみ石などの石器が出土し

ました。また礫片の多くは被熱しています。

厚
あ つ ま

真町幌
ほろない

内７遺跡

竪穴住居跡の調査



6

1mm 目篩の水洗による骨の検出状況

○ 災害と発掘調査（釧路町天寧1遺跡町道改良地点）

　2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分、東日本を大きな地震

が襲いました。その時、私は天寧 1 遺跡の遺物を釧路町

に返却するための準備に追われていました。江別市は震度

3 でしたが、慌ただしく動き回っていたため、最初の振動

には気が付きませんでした。しかし、揺れと周期の長さが

異常であったため整理作業所からは驚いた作業員が飛び出

してきました。地震はプレート間が滑ることによって引き

起こされたもので、大津波によって甚大な被害がもたらさ

れました。

　天寧 1 遺跡は釧路町の南西部にあり、釧路川河口から 5.5

㎞上流の別保川との合流点付近に位置しています。以前か

ら知られる直径 600m にもおよぶ大遺跡で、2005・2006

年には南側の段丘裾部で道路建設に伴う発掘調査が行わ

れ、縄文時代後期の人骨や鳥獣骨・魚骨を含む貝塚・盛土

遺構が検出されました。私が担当した調査は遺跡北側の段

丘の縁の地点。面積は 700㎡と小さなもので、当初は段丘

上のさらに狭い平坦面が主要な部分とみられていました。

　

　調査は対象とする土層まで耕作土や表土などを重機に

よって除去することから始めましたが、斜面部を一削りし

た段階で白っぽい細かい破片が顔を出しました。それは全

く予想していなかった骨の遺物で、生の状態でした（日本

の土壌は一般的に酸性で、遺跡では焼けた真白いものが出

土することがあっても生の状態で検出されることは非常に

少ないのです）。層の厚さを調べたところ、30㎝を超える

ものでした。骨の風化もみられず、かなり良好な残り方で

あり、これは大変な調査になりそうだと直感しました。な

ぜなら、貝塚などで骨は、発掘作業はもとより整理作業に

膨大な手間がかかるからです。その一方、生業活動の復元

が可能となるなど骨からは多くの有益な情報を得ることが

できるのも事実です。

　この骨の集積には貝がほとんど含まれないという特徴が

ありました。貝塚では厚く積もった貝のカルシウムの影響

で骨が残りやすいのですが、貝のない状態で残存するのは

極めて珍しいのです。この層は魚骨が多く含まれることか

ら「魚骨層」と名付けました。

　魚骨層には骨のほか、土器・石器、火を焚いたあとに残

される焼土などがあり、当時のごみ捨て場であったと推測

しました。骨は最も多いのが魚で、鳥類、陸棲・海棲哺

乳類が少量検出されました。魚は体長 10㎝程のイトヨが

最も多く、推定 70㎝ほどのマツカワガレイ・スズキ、1m

ほどのヒラメが含まれています（スズキ・ヒラメは、現在、

釧路近海ではほぼみられません）。そのほとんどが砂地に

生息するものや回遊により河口域でみられるものであるた

め、すぐ近くの海で捕られたものと考えました。遺跡は現

在の海岸線から 5.5㎞内陸にありますが、当時の海岸線が

遺跡近くにあったことを物語っています。

　魚骨層は縄文時代晩期後葉のもので、土器は緑ヶ岡式土

器のみが出土し、比較的短期間（数十年程度か）に形成さ

れたものでした。段丘上には次の続縄文時代初頭の土器・

石器が残されていましたが、ゴミ捨て場としては使用され

ませんでした。その機能が急激に失われた原因として海水

準変動や地殻変動などの環境の変化を想定しました。

　釧路沖には太平洋プレートが北米プレートに沈み込む千

島海溝があり、約 500 年おきに大規模なプレート間地震

が引き起こされ、厚岸町国泰寺跡では大規模津波堆積物が

検出されています。大規模なプレート間地震は陸にも影響

を及ぼし、場所によっては数 m 単位の隆起や沈降を引き

起こします。海岸線が変動し、その結果、天寧 1 遺跡は

砂地の魚を捕るのに不適な環境に変化し、活動が消滅した

のだろうと考えました。

　大震災はそのような結論を報告書にまとめ、印刷を待っ

ていた矢先の出来事だったのです。

　東日本大震災以来、遺跡で検出される災害痕跡の注目の

度合いが高まっています。日本はその土地柄、災害の多い

国です。遺跡では、地震による地割れ・液状化・津波、火

山噴火による火山灰降下・火砕流、降雨などによる地滑り

や土石流の痕跡が検出されることがあります。これらは特

に文字資料のない地域・時代には災害史を組み立てる際に

非常に有効です。災害の発生する周期や環境を把握するこ

とは、今後の防災・減災に役立つため、遺跡の発掘調査は

人間活動の復元のみならず、これらの点でも重要な役割を

担っています。

　　　　　　（第 1 調査部第 4 調査課　主査　鈴木　宏行）
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ている中で、壷が埋められているのは1基だけと非常に少

なく、同じような縄文時代晩期の土坑群を伴う遺跡でも、

まったく見つからないことが多いのです。縄文時代は平均

寿命が短く、乳幼児の死亡率も高かったと推測されますの

で、これが土器棺墓ならば類例がもっと多くてもよいはず

です。とはいえ、私たちが発掘調査する範囲は遺跡の中で

も限られているので、どこかに壷がごろごろと埋まってい

る場所が存在している可能性もあります。今後の類例の増

加を待って、検討しなければならない問題です。

　発掘調査の仕事に就いて20年、これまで北海道の各地

で様々な時代の遺跡を調査してきました。若いころは、経

験値を上げるのに必死で、過去の人々の生活ぶりや思いま

で深く掘り下げて考える余裕はありませんでした。しかし、

結婚して家族とともに暮らすようになると、過去の人々も

同じ生活者なのだという意識で、遺跡に向き合うようにな

りました。また、親しい人の死を通して、死者を悼むとい

う感情は時代を越えて一緒なのだと思えるようになりまし

た。発掘調査は遺構や遺物を正確に記録保存するだけでは

なく、形に残されていない歴史の背景を推し量る、「過去

の人々との対話」も大事なのではないでしょうか。

　あの埋められた壷は、類例が少ないことから、何か特別

な意味を持っていると考えられます。どんな過去からの

メッセージが壷に込められているのでしょうか。調査が終

わった後も考え続けること、過去へ思いを馳せることが私

たちに課せられた宿題です。この宿題を忘れずにいれば、

またどこかの遺跡で同じような壷に出会えることができる

ような気がするのです。

（第1調査部第3調査課　主査　芝田直人）

○壷に込められたメッセージとは

　テエタ第34号に新家主査による千歳市キウス5遺跡の回

想が掲載されています。実は私もセンター 1年目で同じ発

掘現場に配属されており、あの縄文時代晩期の壷が出土し

た土坑の調査を間近に見ることができました。新米調査員

だった私は、ベテランの作業員さんの手により大きな壷が

次第に姿を現すのを驚愕の目で眺めるばかりでした。

　それから10年後、私は久しぶりに千歳市の発掘現場を

担当することになりました。その祝梅川小野遺跡でも、縄

文時代晩期の土坑が多数見つかっていました。調査が軌道

に乗り始めた、ある初夏の日、「芝田さん、出ましたよ！」

との声に駆けつけると、土坑の埋土の中から壷の底が顔を

出しているではありませんか。これはキウス5遺跡と同じ

く、壷が埋められた土坑に間違いないようです。私はまる

で懐かしい友人と再会したような気分になりました。

　壷は口を下、底を上にする倒立した状態で、内部は埋

土が少し流れ込んでいるほかは空洞で、黒曜石の剥片が6

点納められていました。壷の高さは43㎝ほどで、肩に施

された文様から、縄文時代晩期に津軽海峡周辺で盛行した

亀ヶ岡文化のものを模倣して作られたと考えられます。こ

の壷の写真はテエタ第20号の表紙にも使われています。

　馬追丘陵の縁辺部に位置する長沼町・由仁町・安平町で

も、同時期の倒立する壷が見つかっています。これらは千

歳市の遺跡とは異なり、周囲に他の土坑などが見つからず

に単独で出土しているようです。また、壷の中に黒曜石の

石器類が納められていた例としては、当センターが昭和

63年度に調査した余市町栄町5遺跡があります。

　このような埋められた壷は、以前から乳幼児を埋葬した

「土器棺墓」ではないかと考えられてきました。しかし、

人骨を伴う例がないことから、確実に墓だとは言えないの

です。また、いずれの遺跡も数十、数百基と土坑が見つかっ 土坑に埋められていた壷（祝梅川小野遺跡）

壷出土の様子（祝梅川小野遺跡）
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◆交通案内◆
・JR大麻駅から、徒歩約20分
・新さっぽろバスターミナル発
　　・JRバス（文京台線循環新83）・夕鉄バス（文教通西）に乗車
　　　「くりの木公園前」下車、徒歩5分
　　・JRバス・夕鉄バス（江別方面行き）に乗車
　　　「北翔大・札学院大前」下車、徒歩15分

○　役員の退任（6月26日付け）	

　　坂本　均	 理事長（非常勤）

　　中田　仁	 専務理事兼事務局長

○　役員の就任（6月26日付け）	

　　越田賢一郎	 理事長（非常勤）

　　中田　仁	 副理事長（非常勤）

　　山田寿雄	 専務理事兼事務局長

　　長沼　孝	 常務理事兼第１調査部長

○人事異動

○　採用（4月1日付け）	

　　長沼　孝	 第１調査部長

○　退職（3月31日付け）

　　千葉英一	 第１調査部長

　　立川トマス	 第１調査部第３調査課主査

　　湯田俊一	 総務部業務課参与

　　佐藤和雄	 第１調査部第４調査課主任（再雇用）

　　佐川俊一	 第２調査部第３調査課主任（再雇用）

　　髙橋美鈴	 第１調査部第２調査課嘱託

　　渡井　瞳	 第１調査部第３調査課嘱託

　北海道立埋蔵文化財センターでは「北の縄文」をテーマに、道内各地の縄文文化を体感し、勾玉づくりなどの体験を通し

て、北海道の縄文文化への関心を高めることを目的とした特別展示を行っています。

　今年度も毎年恒例の縄文工房（旧縄文生活体験ひろば）に加えて、「縄文探訪」を開催しています。これは、道内の各市

町村毎に縄文遺跡を訪ね、紹介する展示です。縄文時代には市境も町界もありませんが、各市町村によって、遺跡が調査さ

れ、保護され、伝えられてきた歴史や風土があります。それらをわかりやすく紹介できればと考えています。

　第2回目の今回は、夕張郡長沼町を紹介しています。町指定有形文化財、12区Ｂ遺跡出土の異形環状土器など長沼町内の

縄文時代の遺跡から出土したの遺物を展示しています。

　また、この展示に合わせた体験メニューを縄文工房として提供しています。

　ぜひ、この機会にご来館ください。

　展示期間　 平成27年7月4日（土）〜 10月4日（日）

※期間中の休館日     月曜日（祝日開館日を除く）

　期間中の祝日開館日　7月20日、  9月21日（月）・22日（火）・23日（水）	

○北の縄文 ー縄文探訪と縄文工房ー 展のご案内

展示の様子（幌内K・レブントン左岸遺跡）展示の様子 展示の様子（12区Ｂ遺跡）

○HPリニューアル

　センターのHPが、平成27年6月1日にリニューアルしま

した（http://www.domaibun.or.jp/）。ぜひ、ご覧ください。


